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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

・45 人の原因不明の発熱やその発熱からくる症状、不明熱（FUO）※1 および不明炎

症（IUO）※2 を有する患者（FUO/IUO 患者）に対して、本邦では全身のがん検査と

して用いられることの多い FDG-PET/CT※3 を実施し、71.1%の患者で最終診断※

4 に至り、症例の内訳は、非感染性炎症性疾患（NIID）※5（53.3％）、がん（悪性腫

瘍）（8.9％）、感染症（6.7％）でした。 

・特に、IUO 患者では、FDG-PET/CT が診断の手掛かりとなりやすく、FUO 患者と

比較して最終診断に寄与する可能性が高いことが明らかになりました。 

・FUO/IUO 患者に FDG-PET/CT を実施し、早期の疾患特定が可能になることで、

適切な治療の選択や患者予後の改善にもつながることが分かりました。 

https://www.nature.com/articles/s41598-024-79794-1


【研究成果の内容】 

この研究では、FUO/IUO 患者 45 人を対象に FDG-PET/CT を実施し、その診断

価値を評価しました。主な成果は以下の通りです： 

1. 診断率 

o FDG-PET/CT を実施した患者の 71.1％（32 人）で最終診断に至りま

した。 

o 不明炎症（IUO）患者では、FUO 患者よりも FDG-PET/CT の診断有用

性が高く、診断に寄与する可能性が顕著に見られました（ IUO 患者の

87.5％、FUO 患者の 38.1％）。 

2. 主な診断カテゴリー 

o NIID が最も多く、患者の 53.3％（24 人）を占めました。内訳は巨細胞

性動脈炎(3 例)、リウマチ性多発筋痛症(４例)、成人発症 Still 病（３例）、

高齢発症関節リウマチ(２例)、IgG４関連疾患（１例）などの疾患が含ま

れていました。 

o 悪性腫瘍は 8.9％（4 人）、感染症は 6.7％（3 人）でした。 

3. FDG-PET/CT の有効性 

o FDG-PET/CT は、炎症や腫瘍などの病変の部位を特定し、治療計画の

策定や迅速な診断につながる重要なツールとしての役割を果たしました。 

o 多変量解析により、IUO 患者が FDG-PET/CT を用いた診断でより高い

有効性を示すことが確認されました（オッズ比 67.02、95％信頼区間 

4.02–1119）。 

4. 最終診断に至らなかった症例の経過 

o FDG-PET/CT 検査で異常を指摘されたものの、最終診断がつかなかっ

たケースも８例ほど認めましたが、これらの患者はいずれも自然軽快※6

していました。 

 

臨床的意義： 

FDG-PET/CT は、FUO/IUO の原因解明において従来の診断法に比べ、高い診断

率を示しました。特に IUO 患者に対する有用性が際立っており、NIID を主な原因とす

る炎症を、病変の部位や活動性に基づいて特定することが可能です。これにより、診

断までの時間を短縮し、患者への不要な侵襲的検査や長期入院の回避が期待されます。

また、FDG-PET/CT により早期の疾患特定が可能になることで、適切な治療の選択

や患者予後の改善にもつながることが示唆されています。 

政策への影響： 

現時点では、悪性腫瘍以外の FDG-PET/CT 保険適用は、巨細胞性動脈炎や心サル

コイドーシスなど一部の疾患に限られていますが、本研究結果は、FUO/IUO 診断に

おける FDG-PET/CT の有用性を明示しました。より多くの不明熱や原因不明炎症の

患者に対し、FDG-PET/CT を迅速かつ広範に使用することで、医療制度の診断支援

が強化され、医療の質と効率性が向上することが期待されます。 

 

【今後の展開】 

本研究は単一施設での研究であり、症例数も限られています。そのため、結果の一

般化にはさらなる検証が必要です。今後、より大規模で多施設にわたる研究を通じて、

本研究結果が確認され、さらなる診断指針の確立と政策への影響が期待されます。 

 

  




